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【課題の概要】 

 本研究は、応募者が独自に見いだしたダブルネットワークゲ

ルの犠牲結合による高靱性化原理を格段に進展させ、力学的刺

激によるゲル構造の部分破壊を重合反応のトリガーとして利用

し、外界から供給するモノマーとの重合による構造更新を繰り

返すことで、材料の多様な力学的及び形態的成長を促し、構造

更新に由来する新たな機能の発現を目指すものである。最終的

には、生物の新陳代謝に範を得た、従来の自己修復材料とは一

線を画した Stem 材料の開発、新たな概念であるメタボリック材

料システムの創成をも目標としている。 

 

【学術的意義、期待される研究成果等】 

 高分子材料は力学的刺激によって時間とともに劣化する。応

募者はこの常識を覆し、ダブルネットワーク構造からなる高分

子ゲルが力学的刺激の繰り返しによって、筋肉のように強靱に

なり得る高分子材料の開発に成功している。本研究では、この

犠牲結合の切断と更なる重合反応による高靱性化の機構解明、

支配因子の列挙・最適化、素反応の定量化、ゲルを構成する高

分子構造解析などを中心とした基礎研究を経て、新たな構造更

新系の開発や機能の発現・更新を目指すものであり、ソフトマ

テリアル分野の世界を先導する大きな成果が期待できる。 

 


